


















山 村 泰 道
工 字 ↑専 士
用 2 2 6 9 ?E1 7f
昭和 46 年 3 月 25 日
工学研究科原子力工学専攻






















第 5 章では G-G近似では断面積の詳細構造を十分考慮に入れにくいのに対しこの論文で提案され
たGn 近似では大した計算時間をかけないで十分よい精度をあげうること、従って炉の群定数と炉の
パラメーターの数値計算に有用であることを示している。
第 6 章は全体の結論で本研究の成果を総括したものである。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、中性子の均質媒質中での減速過程の従来の取扱いになかった中性子スペクトルの不連続性
を、より正確にとり入れうるような理論形式を、一般化された関数および直接的演算子を用いてたて
ることにより見透しをよくすることに成功している。さらに具体的な例に適用した中性子年令の計算
値が実測結果と実験誤差の範囲内で一致することを示して居り、そのさい用いられた異方性散乱効果
をとり入れた積分核は群定数および炉のパラメーターを数値的に求めるのに特に有用であることも示
している。
以上の結果、本論文は原子炉物理および炉設計に貢献するところが大きく博士論文として価値ある
ものと認める。
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